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天
下
の
大
泥
棒

日
本
左
衛
門

平

尾

三

千

代

こ
の
大
泥
棒
の
生
れ
は
、
遠
州
金
谷
の
宿
、
墓
は

同
町
の
宅
丹
庵
に
現
存
す
る
。
日
本
左
衛
門
の
本
名

は
、
幼
名
は
浜
島
友
五
郎
、
長
じ
て
庄
兵
衛
、
重
右

衛
門
と
い
い
、
二
十
才
に
し
て
、
日
本
三
大
強
盗
の

一
人
と
な
る
。
そ
の
被
害
地
は
、
伊
豆
よ
り
伊
勢
に

渡
る
広
地
域
、

「
盗
み
は
す
る
が
悪
事
は
せ
ぬ
」
と

義
賊
第

一
号
の
説
も
あ
る
。

そ
の
手
下
数
百
人
の
集
団
で
、
彼
は
こ
そ
泥
に
非

ず
、
富
家
を
襲

い
、
そ
の
時
は
、
紋
章
入
り
の
高
張
・

提
灯
五
つ
六
つ
、
衣
装
は
金
糸
銀
糸
入
り
、
持
ち
物

す
べ
て
最
高
、
床
几
を
す
え
左
右
に
若
党
を
し
た
が

え
草
履
取
り
を
侍
ら
せ
下
知
し
た
。
男
ぶ
り
は
最
高

で
、
新
居
関
所
に
人
相
書
き
が
あ
る
。
自
首
の
折
も

最
高
の
出
で
立
ち
で
悠

々
と
し
た
と
い
う
。

さ
て
、
こ
の
大
夜
盗
の
事
な
ど
を
記
す
訳
と
い
う

と
、
こ
の
地
区
に
も
関
係
が
深
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
例
を
紹
介
す
る
と
、
掛
二
小
の
入
口
に
在
住

だ

っ
た
後
藤
哲
次
郎
さ
ん
、

（現
在
は
袋
井
市
久
能

に
住
む
）
鳥
居
町
現
住
当
時
、
大
池
村
百
姓
　
一不
右

衛
門

「
平
尾
家
」
な
ど

「
一
金
千
両

・
衣
類
多
数
」

の
被
害
で
あ

っ
た
。

掛
二
小
入
日
の
長
屋
に
巣
食

い
近
辺

へ
出
張
強
盗

を
し
た
と
い
う
。

掛
川
藩
に
訴
え
出
た
が

「
城
修
理
費
寄
附
せ
ぬ
」

と
追

い
帰
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
向
笠
村
の
三
右
衛
門

と
江
戸

へ
直
訴
し
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
延
享
三
年
九

月
三
日

（
一
七
四
六
）
の
事
で
あ

っ
た
。

召
取
り
状
が
出
さ
れ
、
異
例
の
人
相
書
も
出
さ
れ
、

逃
げ
切
れ
ず
、
彼
は
自
主
、
伊
勢
神
宮
参
拝
後
、
延

享
四
年
正
月
六
日
午
前
十
時
、
見
付
に
て
打
首
と
な

Ｚ
り
。掛

川
藩
主
、
小
笠
原
土
丸

（三
才
）
は
奥
州
棚
倉

へ
国
替
え
、
そ
の
他
に
も
処
罰
者
多
数
、
特
に
名
は

秘
す
。

宗
右
衛
門
後
代
は
、
小
判
を
埋
め
た
所

へ
、
金
木

犀
の
木
を
植
え
た
。
金
色
の
花
が
毎
年
咲
い
て
い
る

処
刑
時
、
彼
は
二
十
九
才
の
若
者
で
あ

っ
た
。
合
掌

本
橋
は
、
遠
州
向
笠
地
方

の
代
官
い
匂
坂
家

に
保

存
さ
れ
て
い
る

『
延
享
強
財
記

』
に
よ
る
も

の
を
、

郷
土
家
、
元
掛
西
高
校
教
師
、
内
藤
亀
文
氏

の
最
初

の
、
現
代
記
録
で
あ
る
、
両
家
共
に
執
筆
者

の

一
族

で
あ
る
。編

集

後

記

今
年
の
冬
は
、
厳
し
い
寒
さ
が
毎
日
続
き
ま

し
た
。
そ
れ
故
に
、
春
を
待

つ
気
持
が

一
層
増

し
ま
す
。

早
春
の
道
端
に
咲
く
草
花
の
ひ
と

つ
に
『
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ

』
が
あ
る
。
ゴ
マ
ハ
グ
サ
科
の
二

年
草
で
、
三
―
四
月
に
か
け
、
小
さ
な
淡
紅
紫

色
の
花
が
開
く
。

最
近
の
生
活
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
自

然
も
見
お
と
し
が
ち
で
あ
る
、
道
端
に
咲
く
可

憐
な
草
花
に
も
心
を
よ
せ
て
、
忙
し
さ
の
中
に

も

『
ゆ
と
り

』
の
空
間
を
み
出
し
て
は
い
か
が

か
な
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（梅
田
昭
好
）


